
ひつじ雲の取り組み 

2004年 4月、前年秋から準備してきた介護事業を開設。 

開設理由を振り返ると、ホームヘルパー時代、Ｄ福祉事務所からホームヘルパーとして訪問してい

たＡ氏(軽度認知症、糖尿病)との時間。体力の低下気味だったＡ氏を施設に入れるように近隣が福

祉事務所に訴えた。施設入所のための準備で、徐々に無口に。施設入所 2日後にベッド上で亡くな

っていた。自殺したわけではなかった。施設入所について、Ａ氏の同意が得られていたのか。長年

暮らしていた地域に戻れない喪失感がそうさせたのか。Ａ氏の気持ちを思い描くこと度々だった。 

認知症デイサービス 365日型、宿泊ありを開所。 

認知症の理解がされていなかった時期。認知症サポーター養成研修がようやく始まった時期。認知

症の家族は遠くのデイサービスや施設に入所。見せたくなかった時代。 

 

認知症の方が近くに住んでいても、地域周辺に住む認知症の方とは繋がらなかった。ひつじ雲の職

員は利用者全員を車で送迎していた。 

 

ある家族から「介護している家族は手足を伸ばしてゆっくり眠れないものか」の言葉。この訴えは

大きく響き、2006年、新たな地域密着型サービスとして誕生予定の小規模多機能型居宅介護(通っ

て、泊まって、訪問して)に移行することを決めた。 

 

福祉事務所時代を振り返り、地域と共に歩める介護事業所でないと長く続けることは難しい。地域

活動の一歩として、地域住民と共に介護保険制度について学習の機会を持ちたいと思ったが、当時

の町内会長さんから断られた。 

小規模多機能型居宅介護事業所は 2か月に一度、運営推進会議の開催が義務付け。民生委員さん

が町内会長となり、会議に参加してくれたことをきっかけに協力態勢が整った。2009年、地域の

町内会館を借りて食事会を始めた。多くの方々に参加してもらいたくて、大学生などにも呼びか

けの協力を依頼。会館の 2階は広く和室。30人規模の参加が見込めたが,実際には正座ができな

い方が多く工夫が必要だった。食事会には管理栄養士、歯科衛生士、看護師、地域包括、食事作

りのボランティアさんたちの協力が得られた。大学生には食事内容、日常の生活、今後のこと等

のアンケート協力をお願いした。管理栄養士は非日常の美味しいメニューと簡単な作り方の説

明、歯科衛生士は食べ方と普段の歯磨きについて説明。地域包括には介護相談何でも可と。皆さ

んの質問に夫々の分野が答えて、賑やかな時間を過ごした。食事会に参加できない希望者には、

弁当に詰めて届けた。コロナ感染症が発生するまで、大勢が参加できるように場所を変えながら

14年間続けた。理解ある不動産会社の協力は大きく、工場改修工事後は様々な取り組みが誕生。                      

食事会で管理栄養士の講和     会館で食事会 ひつじ雲の利用者さんも参加 

   



     

工場で餃子作り                会館での食事会 

  

 工場を改修して 音楽会                        会館でフマネット 

  

  座って日舞 ひつじ雲内 地域の人も一緒             朗読会 ひつじ雲内で    会館内ではひつじ café              

食事会から始まった地域活動。様々なメニューが広がり地域の方々と顔見知りが増えた。

食事会のアンケートから家族形態や友人関係についても知ることができた。 



 コロナ感染症が収まりきらない時期にも、気になる人の体調など確認に行くために、これまで

積み重ねてきた情報が役立った。 

 2019年(令和元年)、特養から時々自宅に戻りたいと言う櫻田さんの希望を叶えようとプロジェ

クト”地域交流拠点”を。若いころからパーキンソン症状を抱えていた櫻田さん。社協、

区役所、町内会、民生委員、ひつじ雲が櫻田さんを迎え、地域交流拠点サクラダハウスで

話し合いを重ねた。櫻田さん発言は「この家を使っていいよ」「帰ってきた時はモノづく

りがしたい」。拠点運営の対策も進める。改修工事を業者に依頼。櫻田さんが体調を崩し

緊急入院。2日後に亡くなる。 

  今、ワンルームマンションに 

近所の有料老人ホームのフロアを借りて、地域活動 折り紙を始める。 

 近くの有料老人ホームのフロアで 

コロナ渦で活動が困難に。地域に相談をして、NPO法人楽が一軒家を借りて折り紙など集うこと

を始める。(中幸町でを拠点に。ひつじ café は幸町で継続) コロナ感染症により、地域活

動が困難と言われていたが、感染予防を徹底し毎週日曜日集い(折り紙)は継続。 

 一軒家を借りて、コロナ渦で小規模な集いを継続 

ひつじ雲内の介護職員が川崎市の承認を受けて、生活支援コーディネーターの活動が本格化。 

食事会等から得られていた地域の方々の健康状態や困りごと相談に回る。一方で、見逃さ

れやすい方々と出会うため、町の中の散策、地域包括支援センターからの情報提供を受け

て、出会い、相談、生活支援、多職種と連携し生活改善、他の制度に繋げる等、時間をか

けた関係作り(個別支援)が展開されている。 



NPO法人楽 ひつじ雲が作成した生活支援コーディネーターとはのチラシを作成。(別添) 

借りていた一軒家に近い一軒家に転居。地域の方々の情報提供で庭のある一軒家を借りることが

できた。一階は柴田の事務所であり、日曜日は折り紙の集い、火曜日はひこうき雲の café。近隣

からの相談や直接話を聞いてほしいと見える方もいる。相談については、事前に情報をまとめ

て、生活支援コーディネーター、地域包括支援センターに引き継いでいる。 

 



L i f e S u p p o r t C o o r d i n a t o r

生活支援コーディネーター

お問合わせ
NPO法人楽 ひつじ雲

担当●坂詰・栗原
TEL044-522-4910

川崎市地域包括ケア推進室
TEL044-200-0479

川崎市健康福祉局地域包括ケア推進室委託事業［小地域における生活支援体制整備事業］

協働

集まり

早い段階での関わり 地域の協力による支援

健康な暮らし 望む場所での生活の継続 支え合いの輪づくり

らく

…………………
コミュニティ
カフェの運営
ひつじカフェ

ひこうき雲の集い

…………………
街で気になった
方に声を
かけています

…………………
自宅を訪問して
不安なことを
伺います

…………………
地域包括支援
センターなどと
協力して不安を
解決します

生活する上で
少し不安がある

周りから見ると
ちょっと心配?

体のことが
気になっている

訪問

声かけ

暮らし
やすい地域づくりをサポートします



Aさん
90代女性

元々活動的でお話し好き

脳梗塞

閉じこもりがち

包括から相談

支援内容
定期訪問

［目的］他者と関わる機会を持つ
週3回（支援開始時）▶週1回（現在）

支援結果
住み慣れた暮らしを継続
外出頻度も増加

介護サービスによらない生活

Bさん
60代女性

元々きれい好きで社交的

腰椎圧迫骨折

医療拒否
ゴミ屋敷化

セルフネグレクト状態

支援内容
時間をかけた関係づくり
掃除・買い物支援等

包括や保護課、支援者との密な情報共有

支援結果

医療・介護につながる
生活環境も改善

コーディネーターが街で発見

まとめ
…………………………………………………………

Aさんは希薄になっていた社会とのつながりを維持できた。
Bさんは、時間をかけながらも必要なサービスに結び付けることができた。

共に自宅での暮らしを継続できている。

事例紹介



 

 

 

 

 



生活支援コーディネーターのポスターを作成した背景 

 川崎市では 3年前から市内の小規模多機能型居宅介護事業所を選考して、事業所ごとに、生活支援コーディネータ

ーを配置して、小地域における生活支援体制整備(モデル)事業を始めております。 

 小地域における生活支援体制整備(モデル)事業の目的・ねらいは以下に。 

1. 今後ますます多様化する住民の生活支援ニーズ等に対応するために、より小さい地域単位において、「個

別支援」と「地域支援」を有機的につなぎ合わせ、人と場、さらには人の生活と地域をつなぐ取組が求められ

ている。 

2. 地域の介護サービス事業所に生活支援コーディネーターを配置して、小地域における住民等との協働によ

る地域の生活課題解決や閉じこもりの予防に取り組む「小地域における生活支援体制等整備モデル事業」

を実施する。 

 特定非営利活動法人楽 ひつじ雲では、2004年、事業所立ち上げ時から地域との縁づくりを始めており、小

地域における生活支援体制整備(モデル)事業の初年度から委託を受けて活動しています。 

 今回、さわやか財団が、かながわサミットポスターセッションを 9月 1日、2日に開催するにあたり、ひつじ

雲の生活支援コーディネーターの活動と今後の展望をポスターにしました。コロナ渦の中、緊急事態宣言と言

うこともあり、ポスターセッションは中止になりました。 
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